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平成 25 年 2 月 5 日 

双葉町住民意向調査 調査結果（速報版） 

復 興 庁 

福 島 県 

双 葉 町 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※中学生・高校生には、全体の設問から一部を抜粋した調査票により質問したため、設問番号が一般（中学生・高校生以外）と異なっている。

以下同様。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．回答者の属性 

（１）性 別【一般：問 27，中高生：問 12】 

（２）年 齢【一般：問 28，中高生：問 13】 

調査の概要 

１．調査対象： 中学生以上の双葉町全住民 6,293 人 

２．調査時期： 平成 24 年 12 月 20 日（木）～平成 25 年 1 月 8 日（火） 

３．調査方法： 郵送法 

４．回収数： 3,710 人（回収率 59.0%） 

全体（n=3,710）

無回答

5.0%

女性

49.9%

男性

45.1%

（％）

10～20代 30代 40代 50代 60代 70代以上 無回答

全体 (n=3,710） 13.5 11.1 11.0 18.0 18.6 24.4 3.3
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≪有職者の業種 【問 3(2)】≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２．震災発生当時の状況 

（１）震災発生当時の職業（就業形態）【問 3(1)】

（１）現在の避難先【一般：問 4，中高生：問 2】 

３．現在の状況 

（％）

公務員 その他 無回答

自営業

中学生・

高校生以外
(n=3,498）

会社員（労務）
パート・

アルバイト

会社員（事務） 学生

無職

（退職者も含む）

14.2 9.7 20.3 4.9 9.3

3.8 2.8

32.5 2.5

有職者 62 .2%

（％）

教育

公務

中学生・

高校生以外：

有職者

(n=2,177）

その他

医療・

福祉
無回答建設業

農・林・漁・

畜産業

製造業

電気・ガス・

水道業

運輸業

卸・小売り・飲食、

サービス業

金融・

保険業

10.1 16.6 8.5 11.5 24.2 9.7 4.4 4.6 4.22.3

1.6 2.3

福島市 （％）

郡山市 無回答

全体 (n=3,710）

会津

若松市

新潟県

柏崎市

福島県外の

その他の市町村

福島県内の

その他の市町村
白河市

茨城県

つくば市
南相馬市

埼玉県加須市

いわき市

21.3 10.4 29.96.9 3.8

2.1 1.7

8.2 10.7

2.5 1.8

0.9

福島県内 54 .3%
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≪所有形態≫ 

（％）

その他

中学生・

高校生以外
(n=3,498）

公営住宅

（有償）

家族どな

たかのお

住まい・

実家

親戚・

知人宅

応急仮設住宅

（プレハブ型）

避難所

（旧騎西高校）

みなし仮設住宅（民

間住宅・公営住宅な

どの借り上げ型（家

賃無償））

無回答

持ち家（ご本人

またはご家族所

有）

給与住宅

（寮・社宅など）

民間賃貸住宅

（有償）

11.1 50.6 2.6 17.6

1.6

3.7

1.9 2.0

5.2 2.1

1.6

 
 
≪建て方≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）現在住んでいる住宅の所有形態と建て方【問 5(1)・問 5(2)】 

（３）現在の避難状況【問 33(3)】 

震災発生当時世帯主（n=1,310）

無回答

9.8%

複数箇所に分かれ

て避難している
39.2%

世帯でまとまって

避難している
51.1%

（％）

無回答

中学生・

高校生以外
(n=1,195）

その他

一戸建て

集合住宅（平屋建て）

集合住宅（２階建て以上）

52.4 38.0 5.8

1.8 2.0
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（４）現在の職業（就業形態）【問 6(1)】 

（５）現在と震災発生当時の勤め先の相違【問 6(3)】 

中学生・高校生以外
自営・学生・無職以外（n=1,104）

無回答

24.5%

違う

26.4%

同じ

49.1%

（％）

自営業 公務員 学生 無回答

中学生・

高校生以外
(n=3498)

中学生・

高校生以外
(n=3498)

自営業（休業中）

自営業（継続中もしくは再開済）

パート・

アルバイト

無職

（退職者も含む）

会社員（労務）

会社員（事務）

その他

有職者 62 .2%

14.2 9.7

6.3

20.3

12.9 4.7 4.9 56.7

2.0 3.5

4.9 9.3

2.8

3.8

1.7

2.8
32.5

4.5

2.5

【震災発生当時】

【現　　在】

有職者 37 .1%
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≪職を探していない理由 【問 6(5)】≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）現在の求職状況【問 6(4)】 

（７）現在の避難生活で困っている事や改善を求める分野（３つまで回答）【問 7】 

中学生・高校生以外(n=3,498)

住宅・住環境、居住地・移転先・生活拠点

生活費・賠償金、住宅ローン等の取扱い

家族分散状況・多重生活の状況

情報

コミュニティ形成（地域社会とのつながり・

連携づくり）

医療

労働

介護・福祉

教育

その他

特になし

無回答

57.8

42.8

33.0

25.1

24.4

13.8

10.1

9.3

4.2

2.2

7.0

3.4

0 25 50 75 100
(％)

中学生・高校生以外　無職者（n=1,984）

職を探している

14.5%

職を探していない
68.9%

無回答

16.7%

（％）

その他

中学生・高校

生以外　職を

探していない

(n=1,366）

希望する職場が

ないから

当面賠償金で生活でき

るから

震災を機にリタイ

ア（退職など）し

たから

震災前からリ

タイア（退職

など）している

から

専業主婦だ

から

元の地域・職場に戻る予定だか

ら

家族の介護・

世話の必要

から

無回答

定住先未定のた

め・転居する予定

のため

病気・体調不

良のため

年齢的に困

難・高齢のた

め

5.1 12.4 8.6 7.4 8.3 5.1

1.3

2.8

0.6

8.6 38.3

1.6
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４．当面の生活拠点の条件について 

（１）生活再建の場所を選択するのに重視する条件（３つまで回答）【一般：問 13，中高生：問 5】 

全体(n=3,710)

放射線量が十分に低いこと (年間追加被ばく線量が1ミ

リシーベルト以下であること)

希望する形態の住宅(一戸建て住宅、集合住宅等)が

確保されること

医療施設が近くにあること

家族が一緒に（近くで）住める場所であること

交通が便利であること

双葉町と気候風土が近いこと

商店・コンビニエンスストアなどが近くにあること

双葉町の町民が近くにいること

介護・福祉施設が近くにあること

今の勤め先に通える場所であること/

希望する勤め先に通える場所であること

学校などの教育環境が整っていること/子どもを通わ

せる学校などの教育環境が整っていること

今の避難先と同じ場所または近くであること

役場出張所が近くにあること

希望する仕事が見つかるところであること

双葉町と距離が近いこと

自家栽培ができる畑が近いこと

仕事（事業）が再開できる環境にあること/親の仕事

（事業）を継承できる環境にあること

集会場など町民が集まれる施設が近くにあること

その他

無回答

39.6

38.5

31.2

30.7

24.8

16.5

14.4

9.5

8.8

8.7

8.4

8.3

7.7

7.7

6.6

3.7

3.0

1.8

2.2

2.7

0 25 50 75 100
(％)
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≪所有形態≫ 

 
 
 
 
 
 
 
≪建て方≫ 

 
 
 
 
 
 
 

（２）双葉町への帰還までに住みたい住居の所有形態・建て方【問 14(1)・問 14(2】 

（％）

寮・社宅に居

住する
無回答

民間賃貸住宅

を借りる
その他

中学生・

高校生以外
(n=3,498）

公営住宅（災害公営住宅を

含む）を借りる

持ち家（ご本人または

ご家族所有）を買う

21.8 23.9 43.8

1.3

4.7 4.5

一戸建て 無回答

中学生・

高校生以外
(n=3,498）

その他集合住宅（一戸建に近い低層なもの）

集合住宅（一般的な中高層のもの）

6.6 13.2 71.3

1.3

7.5
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（％）

２年以内 ３年以内 ４年以内 ５年以内 その他 無回答

(n=1 ,851）

１０－２０代 (n=121)

３０代 (n=181)

４０代 (n=207)

５０代 (n=357)

６０代 (n=393)

７０代以上 (n=544)

中学生・ 高校生以外： 移り住みた

い ・ 現時点では判断でき ない が具

体的な姿が示されれば検討したい
36.0

38.0

47.5

38.6

33.9

31.0

35.7

26.1

20.7

20.4

27.5

28.0

32.8

23.0

4.6

2.5

3.3

5.3

4.5

4.1

6.1

19.5

24.8

17.1

14.5

21.3

18.8

20.6 7.0

6.1

3.3

1.7

3.9

5.0

8.1

7.7

5.1

10.1

7.6

7.3

9.9

10.7

５．「仮の町」について 

（１）「仮の町」ができた場合、移転することを希望するか【一般：問 16,中高生：問 6】 

年 
 

 

代 
 

 

別 

（２）「仮の町」に移り住むまでに待つことができる期間【問 17(1)】 

（％）

「仮の町」に移り住

みたい
無回答

全体 (n=3 ,710）

１０－２０代 (n=502)

３０代 (n=413)

４０代 (n=407)

５０代 (n=666)

６０代 (n=691)

７０代以上 (n=907)

現時点では判断できないが、「仮の町」の

具体的な姿が示されれば、移り住むことを

検討したい

「仮の町」ができても、

「仮の町」に住むつもりはない

6.7

3.9

3.9

6.7

13.8

45.5

46.9

49.7

50.2

46.2

42.8

54.4

52.8

47.2

44.1

40.8

32.6

5.0

4.6

3.4

2.0

2.3

2.3

7.4

2.8

3.4 40.4

38.2

年 
 

 

代 
 

 

別 
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≪現在の避難先別の意向≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（３）「仮の町」の設置を希望する自治体(複数回答)【一般：問 17(2),中高生：問 7(1)】 

移り住みたい・現時点では判断できないが具体的な姿が示されれば検討したい(n=1,936)

いわき市

郡山市

南相馬市

埼玉県加須市

茨城県つくば市

白河市

福島市

会津若松市

新潟県柏崎市

福島県内のその他の市町村

福島県外のその他の市町村

特に希望はない

無回答

64.0

15.0

13.6

6.7

5.5

4.9

4.6

1.3

0.4

5.9

2.7

10.2

3.2

0 25 50 75 100
(％)

いわき市

郡山市

福島市

白河市

南相馬市

会津若松市

埼玉県加須市

茨城県つくば市

新潟県柏崎市

福島県内のその他の市町村

福島県外のその他の市町村

特に希望はない

無回答

72.7

18.9

6.5

6.7

15.5

1.5

1.4

2.0

0.4

7.8

1.4

4.0

1.7

52.9

9.9

2.0

2.5

11.2

1.0

13.4

9.9

0.4

3.3

4.4

18.0

5.1

0 25 50 75 100
(％)

福島県内の市町村に避難中（n=1,088）

福島県外の市町村に避難中（n=837)）
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希望する自治体でなければ
　　　　　　　　　　　　住まない(n=596)

いわき市

南相馬市

郡山市

福島市

埼玉県加須市

白河市

茨城県つくば市

会津若松市

新潟県柏崎市

福島県内のその他の市町村

福島県外のその他の市町村

81.9

15.4

14.3

6.0

4.0

3.7

2.2

1.2

-

4.9

1.3

0 20 40 60 80 100
(％)

「仮の町」の設置を希望する自治体（複数回答）【一般：問17 (2 ),中高生：問7(1 )】

（４）「仮の町」の設置場所に関する意向【一般：問 17(3),中高生：問 7(2)】 

（％）

その他 無回答

全体：仮の町につい

て、特に設置を希望

する自治体あり

(n=1,678）

条件（問13で回答したもの）が満たされれば、

設置される自治体には、それほどこだわらない

(福島県内、福島県外にもこだわらない)

条件（問13で回答したもの）が満たされれば、

設置される自治体には、それほどこだわらない

（ただし、福島県内であることに限る）

条件（問13で回答したもの）が満たされれば、設置される

自治体には、それほどこだわらない（ただし、福島県外で

あることに限る）

「仮の町」にぜひ住みたいので、設置され

る自治体や条件には、それほどこだわらな

い

希望する自治体でなければ

「仮の町」には移り住まないだろう

3.935.5 18.5 29.9 4.4

1.7

6.1
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中学生・高校生以外：今の住居から市
町村外に引っ越したい(n=237)

いわき市

南相馬市

郡山市

福島市

白河市

茨城県つくば市

会津若松市

埼玉県加須市

新潟県柏崎市

福島県内のその他の市町村

福島県外のその他の市町村

具体的に決まっていないが福島県内の

いずれかの市町村

具体的に決まっていないが福島県外の

いずれかの市町村

無回答

32.9

10.1

5.5

3.0

1.7

1.7

0.4

0.4

-

10.1

17.3

7.6

16.0

3.8

0 10 20 30 40 50
(％)

転居を希望する自治体（複数回答）【問18 (2 )】

（５）「仮の町」に住まない場合の転居意向と転居を希望する自治体【問 18(1)・問 18(2)】 

（％）

無回答

中学生・高校生以外：

仮の町ができても、仮の

町に住むつもりはない

(n=1,471）

現時点ではわからない、

判断できない

今の住居から引っ越したい

（現在居住している

市町村外への引っ越し）

今の住居から引っ越したい

（現在居住している市町村内

への引っ越し）

今の避難先（居住先）の住居

で継続して暮らしたい

36.4 12.5 16.1 30.3 4.6
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≪「仮の町」に住むつもりがない住民の今後の避難期間中に居住を希望する地域（複数回答）≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※問 18 で「今の避難先（居住先）の住居で継続して暮らしたい」または「今の住居から引っ越したい（現在居住している市

町村内への引っ越し）」と回答した人の現在の避難先の自治体と、問 18(1)で「今の住居から引っ越したい（現在居住して

いる市町村外への引っ越し）」と回答した人の問 18(2)引っ越し希望先自治体を合算して算出。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）「仮の町」に住むつもりがない理由（複数回答）【問 18(4)】 

中学生・高校生以外：「仮の町」住むつもりない&今の避難先住居で継続して暮らしたい・今の住居から引っ越したい(n=957)

いわき市

福島市

郡山市

南相馬市

茨城県つくば市

埼玉県加須市

白河市

新潟県柏崎市

会津若松市

福島県内のその他の市町村

福島県外のその他の市町村

無回答

28.5

6.7

6.2

4.6

3.9

3.8

2.3

1.3

0.9

8.4

34.8

1.4

0 25 50 75 100
(％)

中学生・高校生以外：
仮の町に住むつもりはない(n=1,471)

「仮の町」がいつできるかわからないから

これから自宅を買うつもりだから

現在の避難先(居住先)での暮らしに慣れたから

双葉町の町民が一緒に住むことにそれほど魅力

を感じないから

すでに自宅を買ってしまったから

仕事が見つかったから（転勤になったから）

子どもの学校が見つかったから（転校させたくな

いから）

現在の避難先(居住先)で近所・友人関係（コミュ

ニティ）を築いているから

その他

無回答

32.1

31.1

29.4

24.2

12.1

10.4

10.4

9.7

10.9

4.8

0 25 50 75 100
(％)
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（％）

無回答

１０－２０代 (n=502)

３０代 (n=413)

４０代 (n=407)

５０代 (n=666)

６０代 (n=691)

７０代以上 (n=907)

条件が整えば戻りたい
そもそも双葉町に

戻りたいとは思わない
自宅の補修・再建、インフラの
復旧が終われば、すぐに

戻りたい

現段階でまだ判断がつかない

4.4

10.4

10.9

18.1

35.9

26.3

24.0

29.8

26.1

26.9

28.3

30.5

28.8

23.5

32.5

40.4

33.9

31.5

34.2

21.3 7.4

3.6

6.4 31.4

27.4

2.2

1.4

-

1.7

1.2

６．双葉町への帰還について 

（１）双葉町に戻るために必要な条件【一般：問 21,中高生：問 9】 

無回答

全体 (n=3,710）

そもそも双葉町に

戻りたいとは思わない

現段階でまだ判断がつかない

条件が整えば戻りたい

自宅の補修・再建、インフラの

復旧が終われば、すぐに

戻りたい

10.3 26.9 4.128.4 30.4

≪どの程度の線量になれば帰還できると考えるか 問 22≫ 
①自宅周辺が20ミリシーベルト以下になること （％）

②自宅周辺が1ミリシーベルト以下になること

⑦その他 ⑧無回答

中学生・高校生以外：

「放射線量が十分低く

なること」を重視

(n=727)

③双葉町の主要な市街地が

20ミリシーベルト以下になること

④双葉町の主要な市街地が1ミリシーベルト

以下になること

⑤森林・田畑を含めた双葉町の

全域が20ミリシーベルト以下になること

⑥森林・田畑を含めた双葉町の全域が1ミリ

シーベルト以下になること

3.2 2.8 8.8 51.416.4 12.1

2.5 2.9

年 
 

 

代 
 

 

別 

条件が整えば戻りたい(n=1,052)

放射線量が十分低くなること

医療機関の整備、介護・福祉サービスが確

保されること
原子力発電所の廃炉措置の安全性が確保

されること
町内に商店、コンビニエンスストアなどの生

活商業施設が再開されること

他の住民がある程度戻ること

双葉町もしくは双葉町から通勤できる範囲で

の雇用が確保されること

町内の学校が再開されること

その他

75.3

51.8

46.9

36.0

21.1

19.8

5.9

3.9

0 50 100
(％)

帰還の前提条件で重視するもの（３つまで回答）【一般：問21，中高生：問9】
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（２）双葉町に帰還する上で必要だと思う情報（複数回答）（【問 23】

（３）双葉町に戻りたいとは思わない理由（複数回答）【一般：問 24(1),中高生：問 10】 

中学生・高校生以外：現段階でまだ判断がつかない(n=940)

道路、鉄道、学校、病院などの社会

基盤（インフラ）の復旧時期の目途

受領する賠償額の確定

放射線量の低下の目途、除染成果

の状況

原子力発電所の安全性に関する情

報（事故収束や廃炉の状況）

中間貯蔵施設の情報

放射線の人体への影響に関する正

しい情報

避難解除となる時期の目安に関す

る情報

どの程度の住民が戻るかの情報

その他

無回答

69.3

64.7

61.5

54.8

52.3

52.3

49.1

47.7

5.0

1.8

0 25 50 75 100
(％)

全体：そもそも双葉町に戻りたいとは思わない(n=1,128)

帰還するまで時間がかかると

思うから

放射線量に対する不安があるから

家が汚損、劣化し、住める状況では

ないから

原子力発電所の安全性に不安があ

るから

避難先（居住先）で生活再建するこ

とにしたから

今後も津波の被害を受ける可能性

があるから

その他

無回答

63.9

62.3

59.3

53.2

34.6

10.1

13.0

3.6

0 25 50 75 100
(％)
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（４）双葉町に戻らない方のいまの避難先からの転居時期の判断【問 24(3)】 

（５）双葉町に戻らない場合今後の生活に求める支援（複数回答）【問 24(4)】 

中学生・高校生以外：そもそも双葉町に戻りたいとは思わない(n=1,064)

双葉町に残された土地・建物等の財

産の管理への支援

双葉町からの継続的な情報提供

双葉町外における自宅の再建または

住居の確保の支援

継続的な健康管理の実施

双葉町外における雇用の確保の支援

双葉町外における商店、工場などの

再開の支援

双葉町外における農林漁畜産業の支

援・指導

その他

無回答

60.1

58.8

58.1

54.3

10.8

3.4

1.6

4.1

4.5

0 25 50 75 100
(％)

（％）

その他

職が決まっ

た段階
無回答

中学生・高校生以外：当面の生活

拠点にそのまま生活し続ける・別

の場所に移り住む・まだ決めてい

ない

(n=744)

希望する転居先での

住宅が確保された段階

希望する転居先での家

族または自分の学校の

転入などの目途が立っ

た段階

受領する賠償額が

確定した段階

転居時期が

決まっている

転居時期は決まって

いない

20.4 5.09.9 25.8 30.6

2.8 2.6 2.8
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６．学校の再開について 

８．事業の再開について 

（１）町立の学校の再開についての考え【問 19(2)】 

（１）事業の再開についての考え【問 20】 

（％）

無回答

中学生・高校生以外　震

災発生時職業が自営業
(n=498)

自らの避難先（居住先）

で事業を再開したい

「仮の町」ができれば、

そこで事業を再開したい

まだ判断できない

すでに事業を再開してい

るのでその場所で引き続

き事業を行う

事業を再開する予定はない

（別の職業を見つける）

5.0

2.4

15.7 9.0 41.6 26.3

（％）

無回答

中学生・高校生以外：中

学生以下の子どもがいる
(n=229)

「仮の町」に施設・教育内容が充

実した学校ができれば、「仮の

町」に転居して子どもを通わせる

双葉町立の学校がどこかで再

開すれば、そこに転居して子

どもを通わせる

避難先（居住先）の学校に登

校させるので、双葉町立の学

校の再開は必要ない

まだ判断できない

自らの避難先（居住

先）の近くで、双葉町

立の学校が再開されれ

ば子どもを通わせる

10.5

1.3

8.7 40.2 37.6 1.7


